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あの子の気持ち　知らなかったじゃすまされない（人権尊重週間入選標語　福岡女学院中学校１年　栗山　すみれさんの作品）
くりやま

〜
福
岡
空
港
の
将
来
の
あ
り
方
に
つ
い
て
〜

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
すす

（
Ｐ
I
ス
テ
ッ
プ
３
）

　

福
岡
空
港
の
混
雑
問
題
な
ど

に
つ
い
て
、
国
、
県
、
市
が
協

力
し
て
、
総
合
的
な
調
査
を
行

っ
て
お
り
、
調
査
に
あ
た
っ
て

は
、
段
階
的
に
４
つ
の
ス
テ
ッ

プ
を
踏
ん
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
幅
広
く
情
報
を
提
供
し
、
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン

ト
（
Ｐ
Ｉ
）」
の
手
法
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｉ
ス
テ
ッ
プ
１
、２
で

　

分
か
っ
た
こ
と

　

Ｐ
Ｉ
ス
テ
ッ
プ
１

　

●
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

り
、
利
用
者
は
「
直
行
便
が
あ

る
」「
希
望
す
る
時
間
帯
に
航

空
便
が
あ
る
」「
空
港
ま
で
早

く
到
着
で
き
る
」「
航
空
運
賃

が
安
く
利
用
で
き
る
」
の
４
項

目
を
重
視
し
て
お
り
、
福
岡
空

港
は
こ
れ
ら
の
項
目
で
他
空
港

よ
り
高
い
満
足
度
で
あ
る
。

　

●
建
物
の
高
さ
制
限
や
航
空

機
の
混
雑
な
ど
の
課
題
が
あ
る

と
と
も
に
、
年
間
滑
走
路
処
理

容
量
は　

・
５
万
回
と
見
込
ま

１４

れ
、
実
績
に
対
し
て
余
力
が
あ

る
も
の
の
、
旅
客
の
利
用
や
航

空
機
の
運
航
に
制
約
が
生
じ
始

め
て
い
る
。

　

●
現
空
港
敷
地
内
で
有
効
活

用
方
策
を
実
施
し
た
場
合
は
、

滑
走
路
処
理
容
量
が　

・
９
万

１４

回
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　

Ｐ
Ｉ
ス
テ
ッ
プ
２

　

●
地
域
が
目
指
す
７
つ
の
将

来
像
と
そ
の
実
現
に
必
要
な
福

岡
空
港
の
４
つ
の
役
割
を
導
び

い
た
。

　

●
２
０
１
０
年
代
初
期
に
は

年
間
滑
走
路
処
理
容
量
に
余
力

が
な
く
な
り
、
混
雑
状
況
が
拡

大
す
る
こ
と
で
、
需
要
に
十
分

応
え
ら
れ
な
く
な
る
。

　
Ｐ
Ｉ
ス
テ
ッ
プ
３
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
受

け
、
今
回
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

次
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

■
将
来
需
要
へ
の
対
応
方

策
の
検
討

　

（
１
）
近
隣
空
港
と
の
連
携

　

混
雑
し
て
い
る
福
岡
空
港
の

需
要
を
近
隣
空
港
（
新
北
九
州

空
港
、
佐
賀
空
港
）
へ
分
散
さ

せ
る
案
で
す
。

　

（
２
）
現
空
港
に
お
け
る
滑

走
路
増
設

　

現
空
港
で
滑
走
路
を
１
本
増

や
す
案
で
す
。

　

（
３
）
新
空
港
の
建
設

　

現
空
港
に
代
え
て
、
他
の
場

所
に
新
し
い
空
港
を
造
る
案
で

す
。

　

■
将
来
対
応
方
策
の
評
価

の
視
点

　

将
来
対
応
方
策
を
比
較
す
る

に
あ
た
っ
て
、
①
需
給 
逼  
迫 
緩

ひ
っ 
ぱ
く

和
の
視
点
②
利
用
者
利
便
性
の

視
点
③
環
境
・
安
全
の
視
点
④

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
の
視

点
⑤
事
業
効
率
性
の
５
つ
の
視

点
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
内
容
を
分
か

り
や
す
く
ま
と
め
た
「
Ｐ
Ｉ
レ

ポ
ー
ト
（
小
冊
子
）」
＝
写
真

＝
を
公
表
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
Ｐ
Ｉ
レ
ポ
ー
ト
」
を
よ

り
深
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

意
見
を
集
め
る 

　

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
状
況

　

ス
テ
ッ
プ
３
の
調
査
内
容
を

説
明
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

を
収
集
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
の
こ
れ
ま
で
の
実
施
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

９
月　

日
蝄
午
後
６
時
か

２０

ら
、
あ
い
れ
ふ
講
堂
に
て
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、　

人
の
市
民
等
の

５４

皆
さ
ん
が
参
加
し
、
意
見
や
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
近
隣
空

港
と
の
連
携
を
広
い
視
点
か
ら

さ
ら
に
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
」「
滑
走
路
処
理
能
力
や
事

業
費
の
内
訳
の
詳
し
い
情
報
が

知
り
た
い
」「
安
全
な
海
上
空

港
を
造
っ
て
ほ
し
い
」「
貴
重

な
自
然
環
境
に
負
荷
が
大
き
い

新
空
港
の
建
設
は
反
対
」
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月　

、　

日
の
２

２３

２４

日
間
、
三
越
ラ
イ
オ
ン
広
場
で

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
（
パ
ネ
ル

情
報
プ
ラ
ザ
、
各
区
役

所
市
民
相
談
室
で
配
布

し
て
お
り
、
意
見
は
こ

の
レ
ポ
ー
ト
に
添
付
さ

れ
て
い
る
ハ
ガ
キ
に
記

入
の
上
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
福
岡

空
港
調
査
連
絡
調
整
会

議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.fu
k
u
ok
ak
u
k

o
-ch
o
sa.o

rg
/

）か

ら
も
意
見
の
提
出
が
可

能
で
す
。

　
　

月　

日
ま
で
に
寄

１０

３１

せ
ら
れ
た
意
見
は
、
い

っ
た
ん
「
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
と
そ
れ
に
対
す

展
）
を
開
催
し
、
昨
年
の
３
８

４
人
を
大
き
く
上
回
る
１
０
１

８
人
の
市
民
等
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
対
応
方
策
を
評
価
す
る

視
点
に
つ
い
て
は
特
に
「
利
用

者
利
便
性
の
視
点
」
や
「
環
境

・
安
全
の
視
点
」に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

空
港
に
設
置
し
て
い
る
Ｐ
Ｉ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ

ー
に
は
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
８
日

間
で
約
２
６
０
人
が
来
場
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
市
内
で
行
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
西
区
の
シ
ョ

ッ
パ
ー
ズ
モ
ー
ル
マ
リ
ナ
タ
ウ

ン
で
、　

月　

日
土
、　

日
日

１０

２７

２８

の
午
前　

時
～
午
後
７
時
に
オ

１０

ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
の
実
施
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｉ
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
（
空

港
、
県
庁
、
市
役
所
）
は
意
見

募
集
の
期
間
を
通
し
て
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

意
見
の
提
出
方
法
に
つ
い
て

　

現
在
、「
Ｐ
Ｉ
レ
ポ
ー
ト
」

を
市
役
所
１
階
北
口
玄
関
内
、

る
考
え
方
」
と
し
て
と
り
ま
と

め
、
公
表
し
ま
す
。
な
お
、　
１０

月　

日
以
降
も
引
き
続
き
意
見

３１
は
受
け
付
け
、
最
終
的
な
提
出

期
限
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

【
問
合
せ
先
】

　

空
港
将
来
方
策
担
当
（
察
７

１
１
・
４
１
０
２
Ⓕ
７
３
３
・

５
５
８
２　

メ
ー
ルk

u
k
osh

ou
rai.G

A
P
B
@
city.fu

k
uoka.jp

）

～開かれた学校づくりを目指して～
　

市
は
、
毎
年　

月
１
日
か
ら

１１

７
日
ま
で
の
１
週
間
を
、「
学

校
公
開
週
間
」
と
し
、
福
岡
市

立
の
小
学
校
（
１
４
６
校
）、

中
学
校
（　

校
）、
高
等
学
校

６８

（
４
校
）、
幼
稚
園
（
７
校
）、

特
別
支
援
学
校
（
８
校
）
の
全

２
３
３
校
で
〝
福
岡
市
立
２
３

３
校　

２
３
３
色
の
か
が
や 

き
〟
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、「
学
校
公
開
週
間
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
理
解
と
関
心 

　

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に

　

全
市
一
斉
に
学
校
公
開
を
行

う
期
間
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
保
護
者
に
限
ら
ず
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
学
校
を
訪

れ
て
、
普
段
の
学
校
を
見
る
機

会
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

学
校
教
育
に
市
民
の
皆
さ
ん

の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
に
、
平
成　

年
か
ら
始

１６

ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
も
、
今

年
で
４
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

昨
年
度
の
来
校
者
は
、
約　

万
１１

人
。
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
地

域
に
住
む
人
々
も
１
万
人
近
く

が
訪
れ
、「
普
段
の
様
子
を
都

合
の
良
い
時
間
に
気
軽
に
見
ら

れ
る
の
が
良
い
」
と
い
っ
た
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
は
、
学
校
公
開
週
間

を
通
し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
三
者
が
連
携
し
、
子
ど
も

た
ち
を
皆
で
見
守
り
、
健
や
か

に
育
む
機
運
を
高
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
見
学
は
原
則
自
由

　

今
年
も
各
校
で
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
し

て
、
小
学
校
で
は
、
近
隣
の
小

・
中
・
高
等
学
校
と
一
緒
に
合

唱
・
合
奏
の
発
表
を
行
っ
た

り
、
外
国
人
講
師
に
よ
る
英
会

話
活
動
、
稲
刈
り
や
餅
つ
き
な

ど
、
中
学
校
で
は
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
や
球
技
大
会
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
授
業
参
観
、

学
校
見
学
は
自
由
で
、
申
込
み

も
不
要
で
す
。

　

な
お
、
期
間
中
の
公
開
日
程

等
は
各
学
校
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
行
事
の
都
合
な

ど
で
、
一
部
時
期
を
ず
ら
し
て

実
施
す
る
学
校
が
あ
る
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（w

w
w
.city.fu

k
u
o

ka.jp/kyouiku/koukai/
in
d
e
x
.h
tm
l

）で
確
認
す
る

か
、
学
校
へ
直
接
問
合
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
学
校
に
よ
っ
て
は
、

安
全
対
策
の
た
め
、
受
付
で
の

記
名
や
名
札
な
ど
の
着
用
が
必

要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

【
問
合
せ
先
】
学
校
教
育

課
（
察
７
１
１
・
４
６
３
６
Ⓕ

７
３
３
・
５
８
６
５　

メ
ー
ル

gakkokyouiku.B
E
S
@
c

ity.fukuoka.jp

）

１１月１日～７日は「学校公開週間」

地域の学校に出掛けてみませんか
普段の授業や課外活動の様子を
見学することができます

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

〝
福
岡
市
立
２
３
３
校　

２
３
３
色
の
か
が
や
き
〟

和
白
小
学
校
の
取
り
組
み

お
年
寄
り
を
招
い
て
給
食
交
流
と
昔
遊
び

　

地
域
に
開
か
れ
た
学

校
を
目
指
し
て
…
数
年

前
か
ら
毎
秋
一
日
、
地

域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
お

年
寄
り
を
招
い
て
、
給

食
交
流
を
行
っ
て
い
る

の
が
、
和
白
小
学
校

（
東
区
塩
浜
一
）
で

す
。
市
が
学
校
公
開
週

間
を
実
施
し
て
か
ら
も

続
い
て
お
り
、
同
校
の

大
切
な
取
り
組
み
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
１
年
生
は
給
食

前
の
３
～
４
時
間
目
を

使
っ
て
、
コ
マ
、
竹

馬
、
お
は
じ
き
、
お
手

玉
な
ど
、
昔
遊
び
を
お
年
寄
り

か
ら
教
え
て
も
ら
い
、
触
れ
合

い
を
楽
し
み
ま
す
。

　

昔
遊
び
の
後
、
お
年
寄
り

は
、
１
～
５
年
生
の
各
教
室
に

分
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
給
食

タ
イ
ム
。「
今
の
給
食
は
昔
と

随
分
変
わ
っ
た
ね
」
な
ど
、
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
の
様
子
に
目
を
細
め
ま
す
。

　

昨
年
は
約　

人
、
今
年
は
約

３０

　

人
の
お
年
寄
り
を
招
く
予

４０定
。
そ
の
様
子
を
、
来
校
者
は

毎
年
ほ
ほ
笑
ま
し
く
見
学
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
の
同
校
の
来
校
者
は
、

約
７
０
０
人
。
保
護
者
や
お
年

寄
り
、
地
域
の
人
々
は
、
毎
年

公
開
週
間
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

給
食
を
通
し
て
お
年
寄
り
と
子
ど
も
が
交

流
す
る
貴
重
な
時
間

軸
雫
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宍
宍

多
く
の
人
が
足
を
運
ん
だ
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス


